
「インテリジェンスは剣より強し！」
－「対ソ」情報戦にヒュ－マニズムを貫いた父・勝野金政－

生誕120年にあたり 報告 長女 稲田 明子
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訳 藤井一行教授







1994年

2007年

2001年

2017年 中部大学編

藤井一行とソ連研究
『コミンテルンと日本人粛清』

白海・バルト海と勝野金政

稲田明子寄稿 追悼
『父・勝野金政と藤井一行先生』









奇跡の生還への息詰まる外交交渉 出国許可証サイン－第3代GPU長官 ヤ－ゴダ
1930年10月の逮捕状も

提供・加藤哲郎教授



1934年7月勝野が飛びこんだモスクワ日本公使館 （旧政商モロゾフ家迎賓館 アルバスカヤ通り）

2018 西川勝氏撮影・提供
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提供 富田 武先生



訳 藤井一行教授

不当逮捕抗議・釈放要望書
我は死を怖れず、名を汚さるるを怖れる。

我を侮辱すべからず、銃殺すべし。若し罪なくば即時に
釈放すべし！ 1930年12月20日（原文2枚直筆日本語）

1996.12.24 名誉回復証明書



祖母の消息探し依頼の返信
オデッサ領事田中文一郎夫人
久子様より 昭和5年（1930）

加藤哲郎教授収集
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『赤露脱出記』 序文



昭和12年 運命の年 秋・作家から参謀本部第２部第5課・ロシア課

土居明夫課長の招聘 「東亜新秩序の確立」に共鳴 出仕
『文芸』八月号 アグネス・スメドレイ『馬』と勝野『モスクワ』同時掲載の背景



『文芸』 八月号 昭和12年 「馬」 アグネス・スメドレイ
―アメリカ人ジャ－ナリスト、上海ゾルゲ諜報団のメンバ－、1932年暮尾崎と出会う

『女一人大地を行く』訳者白川次郎・尾崎秀実ペンネイム 勝野『モスクワ』同時掲載
（加藤哲郎『ゾルゲ事件』覆された神話平凡社新書 2014 ）



パール・サイデンストリッカー・バック（Pearl Sydenstricker Buck, 中国名：賽珍珠,1892-1973）
1938年ノ－ベル文学賞受賞 『セルパン』 昭和12（1937）年 2月号 第一書房



1938年6月13日ソ満国境越境亡命 参謀本部第二部第五課に保護された
「ソ連邦内務人民委員部長官、三等大将 ゲンリッヒ・サモイロビッチ・リュシコフ」

亡命者リュシコフ大将とともに7年間

提供 原田健一教授

『文藝春秋』昭和５４年八月号

『週間朝日』 昭和50年7月30日号

提供 加藤哲郎教授

昭和13年7月3日



『滅共読本』―思想戦。思想防衛、思想武装に理論と実際から共産主義・ソ連を批判

『コミンテルンの歴史と現勢』 千倉書房→財団法人 昭徳会版 昭和13年発行

発禁 としながら警視庁買い上げ教本とした。→戦後松本CICに
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コミンテルン 1943（昭和１８）年５月
解散

両書の運命



昭和15年.3月結婚式 五来欣造・長女光子 （1940） 媒酌人・山岡道武夫妻
前列左・井上房一郎夫妻 後列 岡田桑三氏 原弘氏 原善一郎氏 軍人会館

右上秋草俊少将の祝品



木村伊兵衛 撮影 慰安旅行昭和16年7月 正面左杉原二郎 右 勝野

↑社員壮行会

銃後の母子 ・ポスタ－用 昭和17年 春
母光子・明子

東方社の日々



東方社 設立 『FRONT』

『FRONT』 ロシヤ語版 A版 ６８ペ－ジ 1942年制作 勝野保存



山本武利教授入手・中田光男保存

参謀本部第8課 「対ソ宣伝」極秘資料と勝野金政

1997年10月10日中田光男氏（80歳）訪問 加藤 中田 稲田 原田

右 「対ソ宣伝資料」のロシア語文書
和訳 エカテリ－ナ・コムコ－ヴァ先生

←
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『記憶のなかの日露関係』 日露オ－ラルヒストリ― 彩流社 2017



八課―ソヴィエト研究所・九段事務所の対ソ宣伝プロジェクト・エキスパ－トたち
岡田桑三（映像・ドイツ留学歴） 馬場秀夫（東京日日モスクワ特派員） 高谷覚蔵（元日共党員ソ連10年
在歴） 原善一郎（コロンビヤ文芸部長 近衛文麿側近） 吉村柳里（ニコライ教会宣教師、露語翻訳）
ゲンリッヒ・リュシコフ（ソ連亡命者・元GPU極東長官） 中田光男（外語露語卒.リュシコフ係、特務班員）
勝野金政（パリ大4年留学、ソ連籍7年、元片山潜秘書、東方学院教師 仏共産党員からソ連移籍・作家）









「独ソ戦と知識人の表情（アンケ－ト）」『文芸』 八月号 昭和16年・その背景
ゾルゲ情報の功績 ― 独ソ開戦6月15日と特定 尾崎より入手御前会議の南進情報

加藤哲郎 『ゾルゲ事件』覆された神話 平凡社 2014



幻の対ソ戦ビラ文案 1
厭戦反戦和平―銃後ニ於ケル窮迫並ニ弾圧宣伝



幻の対ソ戦ビラ文案 2
戦争の闡明―世界新秩序建設ノ理念宣示 投降勧告



要転載許可



敗戦間近の駿河台分室-和平工作・敵軍上陸対策
所員・米林富男 手記「夜明け前」 より 東洋大学社会学部教授 アダム・スミス『道徳情操論』訳

勝野と共に昭和45年4月木曽に疎開―関口存男（ドイツ語学者） 霧島龍太郎（『大陸新報』） 他



駿河台技術研究所・駿河台分室
著書・編著
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池田徳眞著『 Camp Story/Secret War of the Japanese Army)』
和訳 名倉有一・和子

[5月。本土決戦の一部として敵軍の日本上陸のため、「左翼分子を満州に送り出す」
詳細な計画が作成された。これに従い、大部分の左翼分子は、満州に追放された。九
段事務所から駿河台分所に移った牧野政夫氏ら元共産主義者は、転向したと主張した
が信用できないとして、全員が満州に送られた。最後に、T.松木氏と改名した元ソ
ヴィエトの三等大将が7月27日飛行機で満州に送還された。その後の彼らの運命を、駿
河台分室関係者は知らない。] 『駿河台分室物語 日本陸軍の秘密戦』P.253



「参八会」 昭和55年5月10日 於霞会館
参八会名簿より



2014年4月 ウラジ－ミル日本人墓地訪問 モスクワでの勝野没後30年記念展

秋草 俊ハルビン特務機関長
加藤泊治郎関東軍憲兵隊長

宮川船夫ハルビン総領事
吉岡安直 溥儀皇帝側近

2014.4.28山本武利 加藤哲郎 友部保子 稲田 明子



ロシア国立グラ－グ歴史博物館へ寄贈
-勝野金政関連文書史料-

ロシア連邦保安局中央文書館
ロシア国立現代史資料センタ－
ロシア国立社会政治史文書館

上記機関で保管されている文書史料約40件
2015.8月正式手続きを取り交わし寄贈。

和訳 藤井一行 （敬称略順不同）

露訳 エカテリ－ナ・コムコ－ヴァ
手続き 同上
諸協力 富田 武 加藤 哲郎 島田 顕

山本 武利 桑野 隆



勝野金政関連報道リスト

ソ連から奇跡の生還
1934年 昭和9年 8月 1日（水） 東京朝日新聞 赤露の虎口を脱し転向して故国へ セン片山の秘書勝野

8月14日（火） 同上 セン片山の秘書 果たして秘めるか 党再建の指令 引き続き留置して追求

ソ連崩壊後始まる検証活動と名誉回復

1996 平成8 9月20日（金） 朝日新聞 戦前ソ連で囚人労働 手記320枚見つかる 片山潜氏の秘書故勝野氏執筆
9月22日（日） 北海道新聞 スタ－リン粛清 名誉回復 亡き父の無念娘が代わって晴らします

神奈川の稲田さん2年半かけ準備 ロシア当局へ申請へ1月10日
1997 9 1月10日（金） 北海道新聞 スタ－リン粛清 犠牲の亡き父67年ぶり名誉回復 ロシアから証明書

旧ソ連でスパイ容疑 収容所へ―片山潜の秘書
67年目、無実の知らせ

1998 10 6月10日（水） 朝日新聞 亡父の記録求めロシアへ きょう出発 強制収容所から奇跡的に帰還 鎌倉の長女ら6名
「悲劇繰り返さないで」 経歴書や尋問調書閲覧 恐怖政治を告発した父の著書の出版依頼
博物館への展示も相談

2001 13 12月14日（金 ） 信濃毎日新聞 南木曽出身 旧ソ連で強制労働 スタ－リン批判 勝野金政さんの教訓多くの人に
12月27日（木） 朝日新聞 「窓」論説委員室から 歴史の復刻
12月31日（月） 長野日報 故勝野金政氏を再評価 ソルジェニ－ツｲンより40年前 著書でスタ－リン批判

ソルジェニ－ツィン記念亡命ロシア人センタ－主催 「勝野金政没後30年記念展」

2014 26 4月26日（土） 東京新聞 神奈川 旧ソ連で収容された共産主義者「生き様伝える」勝野金政の長女・稲田明子さん
モスクワで初講演へ 没後30周年 28.29日催し

2014 26 5月4日（日） 信濃毎日新聞 モスクワで勝野展 南木曽出身スタ－リン体制告発の先駆者 人道主義原点お思想 紹介
5月17日（土） 東京新聞 ロシアで伝えた 勝野の思い 長女の明子さんモスクワで講演 きょう都内で報告

ロシア国立グラ－グ歴史博物館へ資料・遺品寄贈 –勝野金政コ－ナ展示

2017 29 11月24日（金） 産経新聞 「オピニオンノンフィクション」 百年の蹉跌 第8章 ロシア革命とプ－チン
矯正から労働力へ 収容所群島の悲劇

2020 令和2 11月16日（月） 東京新聞（夕刊） 粛清告発した日本人 ソ連スタ－リン時代に強制収容所へ
勝野金政手記に「実態は国家主義」

2021 3 10月13日（水） 東京新聞（夕刊） 「階級闘争の作家」 世界で初 ソ連で「破戒」翻訳 社会的視点を独自に解釈
同郷の共産主義者が推挙 粛清の直前に翻訳決定



中日新聞・東京新聞
2021.10.13（水）夕刊

『藤村文学 人とその風土』 昭和４７年 木耳社


